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はしがき

川尻秀一（研究代表者）

金沢大学大学院医学系研究科がん医科学専攻

がん細胞学講座細胞浸潤学分野（歯科口腔外科）

頭頸部癌の化学療法による効果判定は腫瘍の縮小率

で検討されている。しかし、悪性腫瘍の治療を行う際

に問題となるのは局所での増殖よりはむしろ周囲組織

への浸潤や他臓器への転移である。そこで、口腔扁平

上皮癌の浸潤と転移を臨床に近い状態で再現できる正

所性移植モデルを用いて、日常の臨床で使用している

抗癌剤に浸潤や転移に対する抑制効果があるのか否か

検討した。また、血管新生阻害剤についても同様の検

討を行った。その結果、増殖抑制効果では抗癌剤投与

により平均38％の腫瘍縮小効果が認められ、PCNA

陽性細胞率も有意に低下した。対照群の腫瘍は4C型

の浸潤様式を呈していたが、抗癌剤投与群の浸潤様式

は3型が72．7～81．8％と多く、抗癌剤投与によって

腫瘍の浸潤抑制効果が観察された。さらに、対照群の

頚部リンパ節転移形成率は90.9%であったのに対し
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て、抗癌剤投与群ではリンパ節転移形成率は45．5％

と有意に低下し、転移リンパ節内での腫瘍進展度も抑

制されていた。また、血管新生阻害剤についても、増

殖・浸潤・転移に効果を認めた。

口腔扁平上皮癌の浸潤と転移を臨床に近い状態で再

現できる正所性移植モデルを用いて、化学療法および

血管新生阻害剤投与による増殖、浸潤、転移に対する

効果について検討した結果、化学療法および血管新生

阻害剤投与はこれらに対し有効であることが明らかに

なった。また、転移の抑制には早期の投与の方が有効

性が高く、転移抑制効果を狙うのであれば、治療のな

るべく早い時期に投与を始める必要があると思われた。

現在、抗癌剤や血管新生阻害剤の投与による化学療法

はそれのみで癌を完治させようというよりは、補助療

法として手術や放射線療法と組み合わせて行われるこ

とが多く、これらの効果を考盧し使用するのであれば、

臨床に非常に有用であると思われる。この研究の結果

が臨床に応用されることを期待する。
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